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「
作
は
人
な
り
」
と
い
ふ
言
葉
は
、
言
ひ
古
さ
れ
た
言
葉
だ
が
、
こ
れ
は
正

面
か
ら
解
釈
を
す
る
と
当
ら
ぬ
場
合
が
あ
る
。
作
品
の
一
つ
一
つ
を
取
つ
て

み
て
も
、
あ
る
作
家
の
作
品
全
体
に
つ
い
て
み
て
も
、
こ
の
人
に
し
て
こ
の

作
あ
り
と
は
、
聊
か
意
外
だ
と
思
ふ
や
う
な
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、

あ
る
作
家
は
、
自
分
の
う
ち
に
「
有
る
」
も
の
を
直
接
に
現
は
さ
ず
、
自
分

の
心
に
「
映
る
」
も
の
を
、
好
ん
で
表
面
に
出
さ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
「
映
り
」
方
や
「
出
し
」
方
に
、
そ
の
作
家
の
「
人
」
が
浮
び
出
る
と

云
へ
ば
云
へ
る
の
だ
が
、
さ
う
い
ふ
種
類
の
作
家
は
、
往
々
、
好
ん
で
、
自

分
の
う
ち
に
「
無
い
」
も
の
を
求
め
て
、
こ
れ
に
興
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る

か
ら
、
作
品
の
姿
や
、
調
子
か
ら
で
は
、
そ
の
「
人
」
の
姿
や
調
子
は
掴
み
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出
せ
な
い
の
が
骨
で
あ
る
。
前
者
が
「
生
み
出
す
作
家
」
だ
と
す
れ
ば
、
後

者
は
「
作
り
出
す
作
家
」
で
あ
る
と
云
へ
よ
う
。

　
さ
て
、
わ
が
山
本
有
三
は
、
極
め
て
例
外
的
な
作
家
で
、
こ
の
二
つ
の
傾

向
を
、
創
作
の
二
つ
の
過
程
に
取
り
入
れ
、
「
生
み
な
が
ら
作
り
出
す
」
非

凡
な
事
業
に
成
功
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
彼
の
作
品
が
、
厳
粛
で
、
壮
年
的

で
、
渋
味
を
貴
ぶ
に
も
拘
は
ら
ず
、
誰
に
も
興
味
を
も
た
れ
る
だ
け
の
普
遍

性
が
あ
り
、
誰
を
も
感
動
さ
せ
る
熱
と
力
と
が
あ
り
、
従
つ
て
、
今
日
、

「
最
も
勢
望
あ
る
作
家
」
の
一
人
と
な
つ
た
所
以
は
、
し
か
し
、
た
ゞ
、
そ

こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
。

　
彼
は
、
そ
の
作
品
に
、
彼
自
身
の
あ
ら
ゆ
る
美
徳
　
　
日
本
人
が
、
古
来
、

最
も
愛
し
て
来
た
美
徳
の
数
々
を
盛
つ
て
ゐ
る
。
彼
の
作
品
に
、
一
つ
の
顕
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著
な
風
貌
を
与
へ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
恐
ら
く
、
「
頼
母
た
の
も
し
さ
」
で
あ

ら
う
。
わ
れ
わ
れ
の
歴
史
は
、
実
に
、
こ
の
一
語
に
、
あ
ら
ゆ
る
道
徳
的
陶

酔
の
秘
密
を
託
し
て
来
た
。
私
が
、
彼
の
戯
曲
の
悉
く
に
い
ま
い
ま
し
く
も

涙
を
し
ぼ
ら
さ
れ
、
「
何
故
に
泣
い
た
か
」
を
考
へ
て
み
る
と
、
そ
れ
ら
戯

曲
中
の
人
物
が
、
あ
ま
り
に
も
「
頼
母
し
す
ぎ
る
」
か
ら
だ
と
云
ひ
き
れ
る

の
だ
。

　
だ
が
、
こ
ん
な
こ
と
ば
か
り
云
つ
て
ゐ
て
は
な
ら
ぬ
。
私
は
、
彼
の
戯
曲

家
と
し
て
の
才
能
　
　
日
本
近
代
劇
山
脈
の
高
峰
と
し
て
、
彼
の
傑
作
が
、

如
何
な
る
美
学
的
特
色
を
も
つ
て
現
は
れ
た
か
を
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
残
念
な
が
ら
、
紙
数
に
制
限
が
あ
る
。

　
彼
の
劇
的
作
品
は
、
手
法
の
上
か
ら
み
て
、
二
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
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き
る
。
第
一
は
、
所
謂
伝
統
的
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
イ
の
定
石
を
踏
ん
だ
ス
ト
リ

ン
ド
ベ
リ
イ
的
作
品
、
第
二
は
、
新
し
い
戯
曲
美
の
要
素
か
ら
成
り
立
つ
チ

ェ
ー
ホ
フ
的
作
品
で
あ
る
。
「
嬰
児
殺
し
」
「
同
志
の
人
々
」
「
坂
崎
出
羽

守
」
等
は
前
者
に
属
し
、
「
女
中
の
病
気
」
「
海
彦
山
彦
」
「
西
郷
と
大
久

保
」
等
は
後
者
に
属
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
不
思
議
な
こ
と
に
は
、
こ
の
分
類

は
、
必
ず
し
も
そ
の
制
作
年
代
の
順
を
追
つ
て
ゐ
な
い
こ
と
だ
。
こ
の
事
実

は
、
彼
の
芸
術
的
霊
感
が
、
徒
ら
に
理
論
と
時
流
に
左
右
さ
れ
ず
、
常
に
独

自
の
面
目
を
発
揮
し
て
ゐ
る
証
拠
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
彼
の
小
説
「
波
」
が
、
こ
の
集
に
加
へ
ら
れ
た
こ
と
を
よ
ろ
こ

ば
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
一
作
に
よ
つ
て
、
大
劇
作
家
山
本

有
三
は
、
忽
如
と
し
て
、
大
小
説
家
た
る
一
面
を
示
し
、
わ
が
文
学
史
に
、
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貴
重
な
頁
を
増
す
こ
と
と
な
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
戯
曲
に
於
て
、
人
間
有
三
の
眼
ざ
し
を
感
じ
得
な
か
つ
た
読
者
観
客
は
、

こ
の
小
説
で
、
明
か
に
、
鮮
や
か
に
、
そ
の
「
頼
母
し
き
」
作
者
の
心
に
触

れ
得
る
だ
ら
う
。
そ
し
て
、
そ
の
「
心
」
は
、
諸
君
に
、
「
人
生
の
光
」
を

与
へ
る
だ
ら
う
。
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　1990
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行
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の
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校
正
：
門
田
裕
志

2007
年11

月20

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
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ア
の
皆
さ
ん
で
す
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